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　私たちは、「将来の夢・未来の私」というテーマで話
し合いました。
　その中で２つの軸が見えてきました。一つ目は「自
分のため」と「みんなのため」を対称とし、二つ目は「近
い未来」と「遠い未来」を対称に捉えて、グラフを作り
ました。
　最初に、「自分のため」と「近い未来」についてです。
私たちは学生でもあるので、大学に進むということが
近い未来にあると思います。また、自分の好きなこと
をしたり、個性を伸ばすことは、自分のためであり、近
い未来にも該当すると考えました。
　「みんなのため」「近い未来」については、自分が好き
なことをしたあとに、みんなのために今後どうしたい
かということです。例えば、文科省に入ったり、親孝行
をしたり、旅行に連れて行ったりするということがで
きます。
　

　次に「自分のため」の中でも「遠い未来」という象限で
すが、ここでは、海外で働いてみたい、外国に行ってみ
る、博識な人になるなど、少し時間がかかる内容が挙が
りました。
　「遠い未来」には、将来なりたい夢を実現するために
頑張ったり、有名人になるなどもあります。
　

　最後にまとめです。

　夢を実現するためには、マーシーさんの講演にもあっ

たように、挑戦をし続けることが大事なのではないかと

思いました。夢は時間という１つの軸でつながっていて、

それを叶えるためには、まわりの支援が必要になります。

　近い、遠い、自分のため、みんなのためというように対

称に書かれていますが、自分の近い未来のために学ぶこ

とで遠い未来、地域のみんなのために貢献するというよ

うに、対立のように見えて、実は大きな塊の１つの中に

あるのではないかなというところに着地しました。
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